
秋田県水産振興センター（H25 年 3 月 27 日） 

- 1 - 

 

 

１　秋田県のハタハタ漁獲量

２　日本海北部４県の漁獲量

平成24年度第3回 ハタハタ資源対策協議会資料
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図１ 秋田県のハタハタ漁獲量

●H２４年１～１２月の漁獲量は１,２８９㌧で、前年（１,９５１㌧）の ６６ ％ となった。

（平成23年まで農林水産統計年報、H24年は秋田県調べ）
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●H２４年の４県漁獲量は 2,123 ㌧ で、前年（3,287 ㌧）の 65 ％ となった。

●秋田県の割合は 61 ％ で、前年に比べ 2 ポイント増加した。

●県別では秋田 1,289㌧ （前年比0.7倍）、青森209㌧（同0.6倍）、山形 371㌧ （同0.6倍）

新潟 255㌧ （同0.7倍）であり、各県ともＨ２３漁期より３～４割減少した。

図２ 日本海北部４県における漁獲量の推移
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３　漁獲枠と漁獲実績

沖合 沿岸 合計

漁獲枠 漁獲量 実績(%) 漁獲枠 漁獲量 実績(%) 漁獲枠 漁獲量 実績(%)

平成 7年 ※1 85 54 63 85 89 104 170 143 84
8年 ※1 110 86 78 110 157 143 220 243 111

9年 180 148 82 180 280 155 360 428 119

10年 300 162 54 300 438 146 600 599 100

11年 400 142 36 600 580 97 1,000 722 72

12年 400 265 66 600 902 150 1,000 1,166 117

13年 520 506 97 780 986 126 1,300 1,493 115

14年 680 384 57 1,020 1,570 154 1,700 1,954 115

15年 960 907 94 1,440 2,051 142 2,400 2,958 123

16年 1,000 707 73 1,500 2,349 157 2,500 3,055 122

17年 1,000 489 49 1,500 1,867 124 2,500 2,356 94

18年 800 944 118 1,200 1,640 137 2,000 2,584 129

19年 720 847 118 1,080 765 71 1,800 1,612 90

20年 1,200 868 72 1,800 2,035 113 3,000 2,903 97

21年 1,040 1,054 101 1,560 1,475 95 2,600 2,530 97

22年 960 457 48 1,440 1,277 89 2,400 1,734 72

23年 1,120 677 60 1,680 1,287 77 2,800 1,964 70

24年 ※2 1,080 347 32 1,620 931 57 2,700 1,278 47

※1　平成8年までは沖合、沿岸とも暦年、平成9年以降は管理漁期（9月～翌6月）の値

※2　今漁期は1月末までの値（水産漁港課調べ）

４　漁獲量と漁獲金額

表２　　ハタハタ漁獲量と漁獲金額の推移　（秋田県調べ）

漁　獲　量（トン） 漁獲金額（千円） 単　価（円／ｋｇ）
沖合 沿岸 合計 沖合 沿岸 合計 沖合 沿岸 合計

平成 3年 56 17 72 109,232 53,565 162,797 1,968 3,227 2,258

4年 37 　　　－ 37 　

7年 ※1 54 89 143 196,724 239,821 436,545 3,658 2,703 3,063

8年 ※1 86 157 243 224,558 280,367 504,925 2,607 1,783 2,075

9年 148 280 428 218,367 477,568 695,936 1,474 1,706 1,626

10年 162 438 599 202,342 411,845 614,187 1,252 941 1,025

11年 142 580 722 190,537 597,957 788,495 1,338 1,031 1,091

12年 265 902 1,166 186,801 557,096 743,897 706 618 638

13年 506 986 1,493 450,761 638,527 1,089,289 890 647 730

14年 384 1,570 1,954 214,761 530,312 745,072 559 338 381

15年 907 2,051 2,958 452,811 606,298 1,059,109 499 296 358

16年 707 2,349 3,055 272,221 678,022 950,242 385 289 311

17年 489 1,867 2,356 236,381 555,949 792,329 483 298 336

18年 944 1,640 2,584 365,188 458,605 823,793 387 280 319

19年 847 765 1,612 494,974 296,431 791,405 584 387 491

20年 868 2,035 2,903 257,041 346,654 603,695 296 170 208

21年 1,054 1,475 2,530 305,754 293,277 599,031 290 199 237

22年 457 1,277 1,734 214,136 352,280 566,416 468 276 327

23年 677 1,287 1,964 275,345 265,686 541,031 407 206 275

24年 ※2 347 931 1,278 190,510 344,001 534,511 549 369 418

H24/H3 6.3 56.1 17.7 1.7 6.4 3.3 0.3 0.1 0.2
H24/H23 0.5 0.7 0.7 0.7 1.3 1.0 1.3 1.8 1.5

※1　平成8年までは沖合、沿岸とも暦年、平成9年以降は管理漁期（9月～翌6月）の値

※2　今漁期は1月末までの値（水産漁港課調べ）

表１　　秋田県におけるハタハタ漁獲枠と漁獲実績の推移

年

年

1994年9月～1995年9月（禁漁期間）
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５　沖合・沿岸別漁獲割合

６　漁獲金額と単価
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図４ ハタハタの漁獲金額と単価

●今漁期（H２４年１月まで）の漁獲金額は5億3,500万円 であった。漁獲量は前年比６割に減少したが、

漁獲金額では前年（ 5億4,100万円 ）とほぼ同等の水準だった。

●㎏単価は、沖合が ５４９円 （ 前年比＋１４２円 ）、沿岸が ３６９円 （ ＋１６３円 ）であり、沖合・沿岸

ともに上昇した。

図３ 秋田県における、沖合・沿岸別漁獲割合

※沖合、沿岸とも管理漁期（９月～翌６月）での漁獲量（水産漁港課調べ）

●今漁期は沖合の比率が27 ％となり、前年（35 ％）に比べて 7 ポイント減少した。

※ 平成8年までは沖合、沿岸とも暦年、平成9年以降は管理漁期（9月～翌6月）の値

※ 今漁期の沿岸は1月末までの値（秋田県調べ）
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７　過年との比較

８　H２４年漁期の底びき網漁獲量
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図６ 底びき網での地区別・日別漁獲量

※北部（岩館・北部総括）、船川（椿・船川総括）、南部（南部総括・象潟・平沢）（秋田県調べ）

●今漁期の底びき漁は、船川に比べて、北部と南部では水揚げ量がかなり少なかった。

図５ 底びき網漁による9～12月の日別漁獲量の推移（全県）

●解禁日は ９月１２日 で、この日に北部と南部に合わせて７㎏ が初水揚げされた。

●H２４年１２月末での漁獲量は 約３４５㌧（漁獲枠の３２％）で、H２３年漁期を約３００㌧下回った。

●１０月末までの漁獲量は １５㌧ で、１１月中に２００トン以上漁獲され、H２３年漁期を上回る規模

だったが、１２月はほとんど漁獲されなかった。
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９　底びき標本船の操業回数と漁獲量

●船川船の漁獲量は、１１月下旬までは過去２年間を上回っていたが、例年漁獲量が大幅に増える１２月上旬は、

ほとんど漁獲されなかった。

●南部船の漁獲量は漁期を通して低調に推移していた。
●１２月上旬の操業回数は、時化の影響により船川・南部船ともに過去３年間で最も少なかった。しかし、漁獲量の

減少傾向はさらに顕著であったことから、来遊規模も小さかった可能性が高い。
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図７ 船川船（２隻）および南部船（３隻）の１０～１２月の操業回数

（水深200m以深）

●水深２００ｍ以深での操業回数は、船川船ではこの３年間で変化はないものの、南部船は大きく減少している。

特に南部船は、漁期を通して操業回数が減少した。これは、時化の影響によりハタハタ漁場への出漁機会が

減少したためと考えられる。

図８ １０～１２月におけるハタハタの旬別漁獲量（左）と、１１～１２月の操業回数（右）

（船川船２隻・南部船３隻）
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１０　沿岸漁獲量の過年との比較

１１　今漁期の沿岸漁獲量

図９ H１９～２４年漁期の沿岸における累積漁獲量（全県）

●H２４年漁期の沿岸漁獲量は 931㌧ （漁獲枠の５７ ％）で、H１９年漁期に次ぐ低水準だった。

●漁の本格化はＨ２３年漁期よりも早かったが、その後は低調に推移した結果、漁期終了後の漁獲量

はH２３年漁期を下回った。
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図１０ Ｈ２４年漁期の沿岸の累積漁獲量（地区別）

※県北部（岩館～八竜）、男鹿北部（若美～戸賀）、男鹿南部（椿～天王）、県南部（秋田～平沢）
（水産漁港課調べ）

●初漁日は １１月３０日に、八森、五里合、船川で合計２．１㌧が水揚げされた。

●漁獲量が増加したのは、県北部、男鹿北部および男鹿南部では１２月８日からであったのに対し、

県南部は１２月１２日と遅く、県南部はその後も低調に推移した。
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１２　今漁期の沿岸漁獲量の地区別推移
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図１１ H２４年漁期の沿岸における地区別の累積漁獲量

●県北部と県南部の漁獲量は、ともにH２２年漁期と同様の推移を示し、H２３年漁期を上回った。

●男鹿北部と男鹿南部は、ともに漁の本格化はH２３年漁期より早かったものの、その後は漁獲が低調に

推移し、漁獲量はＨ２３年漁期を下回った。沿岸漁獲量の推移が類似するＨ１９年漁期と比較すると、
男鹿北部ではほぼ同等で、県北部と男鹿南部ではそれを上回った。
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